
 

 

 

 

対象学年： ３年生（７～９月実施 夏休み前後に一回ずつ）  

 

１．題材：自己理解 

    内容 (2)適応と成長及び健康安全 

    キ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 

 

２．題材について 

(1)生徒の実態 

 生徒は３年生として家庭学習の重要性は理解しているが、夏休み前は部活動に力を入れ、

帰宅後も塾や習い事など忙しくしていると同時に、ＴＶやゲーム、インターネットなど学習

以外のことに時間を費やす生徒も多い。しかし、多くの生徒が部活動を引退し、受験生とし

ての自覚をもって夏休みを過ごしたあとでは、意識や時間の使い方に変化が見られる。中に

は意識の低い生徒がいたり、自分の生活の改善方法が分からなかったりする生徒もいる。 

 (2)題材設定の理由 

３年生のこの時期は、２（1）で述べたように生活状況が変化することと合わせて、進路 

に関する情報を収集した上で、学習に対して意識の変化も見られる。よって、自分の生活

を振り返ることと、それを他者と情報交換し自己の生活を改善していくことで、学習時間

の確保や効率よい時間の使い方を身につけていくことにつなげられると考え、設定した。 

 

３．指導のねらい 

自分の生活を見直し、課題を見出し、自己を生かしながら、よりよい解決方法などにつ

いて考え、判断し、実践できるようにする。家庭での学習習慣の確立に向け、放課後の活

動を見直し、バランスの取れた生活プランを立てさせることで、現実的で長続きする目標

に見直しをさせる。夏休み前と夏休み後に生活を振り返らせ､比較することで、成長が見ら

れるようにしていく。 

 

４．学級活動（２）の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

自己の生活の充実と向上に

かかわる問題に関心をも

ち、自主的、自律的に日常

の生活を送ろうとしてい

る。 

日常の生活における自己の

課題を見出し、自己を生か

しながら、よりよい解決方

法などについて考え、判断

し、実践している。 

集団や社会への適応及び健

康で安全な生活を送ること

の大切さや実践の仕方、自

他の成長などについて理解

している。 

 

 

 

２ 自分の生活を振
ふ

り返る 

－２－１－ 



５．指導の過程 

(1) PartⅠ（夏休み前） 本時の指導と生徒の活動 

  ① 本時の活動テーマ「夏休みを前に、家庭での生活を振り返ろう！！」 

  ② 本時のねらい 

    自己の生活を振り返り、目標をたて、その目標を達成するための具体的な計画をた

てる。また、個々の目標や計画に対して相互評価をし、新たに課題を見出し、改善し

ていく。 

  ③本時の展開 

 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

活

動

の

開

始

５

分 

１ 本時の活動の流れについて

説明を聞き、日常生活の中の

課題を、級友との交流を通し

て解決方法を考察するという

本時のねらいを理解する。 

・本時のねらいと活動の流れ

を説明する。 
 

〈本時の活動の流れ〉 

1.生活振り返り･目標宣言 

2.計画の作成 

3.意見交換・計画の修正 

4.話し合いの振り返り 

 

 

 

 

 

 

活

動

の

展

開 

35 

分 

２ ワークシート「１．家庭で

の過ごし方を振り返ろう」に

取り組み､そこで気づいたこ

とと１学期の学習の成果を踏

まえ､ワークシート｢２.自分

の目標を宣言しよう｣を記入

する。 

 

 

 

３ ワークシート「３．下校後

の家庭での過ごし方を考えよ

う」を記入し、夏休みまでの

過ごし方を考えさせる。 

 

 

４ グループ内で発表し合い、

共通点や相違点を整理し、現

状での課題を考える。相互評

価をし、アドバイスしあう。 

５ メンバーからもらったアド

バイスをもとに、再度計画を

見直し、修正する。 

 

・｢１.気がついたこと｣を発

表させ､各家庭や個人によ

って様々な暮らしがあるこ

とに気付かせ、自他ともに

尊重した発言をするよう啓

発する。 

・学習時間と趣味の時間のバ

ランスが大切であることに

気付かせ、課題意識を引き

出す材料とする。 

・ワークシート｢２.自分の目

標を宣言しよう｣で宣言し

た目標を達成するために、

どのような計画を立てたら

よいのかを考えさせる。 

 

・課題解決へ向けて判断を促

すための言葉や考え方を引

き出す。 

・現状と目標とのギャップに

気付かせる。 

・優先順位やバランスを考え

ながら目標にせまる判断を

促す。 

【関心・意欲・態度】 

・自己の生活の向上に向け、

振り返りをしている。 

〔ワークシート〕〔観察〕 

【思考・判断・実践】 

・振り返りをもとに具体的な目

標をたてている。 

〔ワークシート〕 

 

 

＊【思考・判断・実践】 

・自己の課題、目標をふま

え、よりよい生活を送る

ためのプランを考えてい

る。 

〔ワークシート〕 
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活

動

の

ま

と

め 

10 

分 

６ ワークシート「アドバイス

をもらって・・・」の欄に振

り返りを記入する。 

 

７ 本日のワークシートを家庭

に持ち帰り、保護者にも目標

宣言をして、「保護者の方か

ら」の欄に一言もらってく

る。 

・学級で何人かのアイデアを

全体に紹介し、それぞれの

振り返りを促す。 

 

・保護者の方から一言もらっ

たものを面談に使用しても

よいし､面談時に見せてか

ら「保護者の方から」に一

言もらうのでもよい。 

・学校、家庭で本人を見守っ

ていく環境作りをしてい

く。 

【知識・理解】 

・健康で安全な生活を送るこ

との大切さについて理解し

ている。 

〔ワークシート〕〔観察〕 

 

 

(2) PartⅡ（夏休み後） 本時の指導と生徒の活動 

  ①本時の活動テーマ「PartⅠの活動を受け、夏休み後の家庭での生活と学習

について振り返ろう！！」 

  ②本時のねらい 

    夏休み前に立てた計画や目標を振り返り、自己の成長を自覚することで、後期の生

活と学習について、課題を見出し、改善していく。 

  ③本時の展開 

 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

活

動

の

開

始

５

分 

１ 前回の活動を振り返り、本

時の活動の流れについて説明

を聞く。夏休み前後の生活を

比較することで、自己の成長

を自覚し、今後の生活や学習

につなげていくという本時の

ねらいを理解する 

・本時のねらいと活動の流れ

を説明する。 
 

〈本時の活動の流れ〉 

1.生活振り返り･目標宣言 

2.計画の作成 

3.学習振り返り･意見交換 

4.話し合いの振り返り 

 

 

 

 

活

動

の

展

開 

35 

分 

２ ワークシート「１．家庭で

の過ごし方を振り返ろう」を

取り組む。 

 

３．Part１で宣言した目標につ

いて振り返る。そこで気付い

たことや、自分のめざす姿を

考えて､「２．決めたことを

続ける！」（目標宣言）に記

入する。 

 

・PartⅠのワークシートを返

却し、夏休み前後の変化、

成長に気付かせる。 

 

・達成度合いとその理由をふ

まえて、新たな目標を立て

るようにさせる。 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

・PartⅠを受けて、自己の生

活の向上に向け、振り返り

をしている。〔ワークシート〕 

＊【思考・判断・実践】 

・振り返りをもとに、実践

可能な、具体的な目標を

立てている。 

〔ワークシート〕 

 

 

－２－３－ 



４ ワークシート「３．下校後

の家庭での過ごし方を考えよ

う」を記入し、今後の過ごし

方を考えさせる。 

５ ワークシート「４．自分た

ちの学習について振り返ろ

う」の「夏休みの学習の成

果」と「悩み」を記入する。 

 その後、個々の課題の解決策 

をグループ内で話し合う。 

・ワークシート｢２.自分の目

標を宣言しよう｣で宣言し

た目標を達成するために、

どのような計画を立てたら

よいのか考えさせる。 

 

・課題解決へ向けて判断を促

すための言葉や考え方を引

き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

活

動

の

ま

と

め 

10 

分 

６ メンバーからもらったアド

バイスをもとに、必要に応じ

て、計画を見直し､修正し、

振り返りを記入する。 

 

 

・学級で何人かのアイデアを

全体に紹介し、それぞれの

振り返りを促す。 

 

 

【思考・判断・実践】 

・自己の課題に対して、仲間

の意見を取り入れて、よりよ

い解決方法などを考え、判

断し、実践している。 

〔ワークシート〕 

 

＊編集委員が実践した際の評価規準は「ゴシック体（太字）」で示しています。他は設定可能と考えられる観点です。 
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６．本題材の工夫例 

  夏休み(部活動を引退する生徒が多い)の前後に､「自分の生活を振り返る」の活動を行うこ

とで、日常生活の変化を見つめることができると考える。特に、１学期が終わり夏休みは自分

の進路について考え､行動していく時間も増えるので、学習に対する意識の変容や、学習方法

の工夫などの成長が見られると同時に、課題もより明確になる。生徒自身の生活スケジュール

の２回分を比較し、その変化や成長を明確にできることで、今後のよりよい生活につながるよ

うに実践させていく。 

  

＊実践例 

夏休み前・下校後の家庭での過ごし方 

17:00      18:00     19:00     20:00     21:00     22:00    23:00  1:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みんなからのアドバイス 

  勉強時間が多くてとてもよいと思う。でも寝る時間が少し遅いのできついかもしれないけ

れど、休憩の時間や食事をちょっとだけ短くするだけで１時間ははやく寝られると思います。 

・アドバイスをもらって・・・ 

  寝る時刻が遅いと言うことなので、少し意識したいと思います。食事・休憩を少し減らし

たいと思います。 

夏休み後・下校後の家庭での過ごし方 

17:00      18:00     19:00     20:00     21:00     22:00    23:00 24:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  帰宅時刻も早まり、食事の前に勉強をして、早く寝るようになった。 

・家庭での過ごし方の振り返り 

項目 PartⅠ(夏休み前) PartⅡ(夏休み後) 

学習の時間(宿題や授業の予習・復習など) １時間３０分 ２時間 ０分 

生活の時間(食事・入浴など) １時間２０分 １時間 ０分 

家の手伝いの時間 ０分   ０分 

その他の時間(テレビ、読書、音楽鑑賞など) ３０分 ３０分 

塾や習い事など家庭以外での時間 ３時間３０分 ４時間 ０分 

 ※学習時間が多いため、就寝時刻が遅くなっていた生徒だが、アドバイスをもらい、時間の使

い方を工夫して、睡眠時間をとれるようになった。 

 

 

 

勉強 

17:30 

～18:30 

塾 

18:30～22:00 

食事・休憩 

～17:30 

入

浴 

休

憩 

勉

強 

勉強 

～17:00 

食事 

17:00 

～18:00 

塾 

18:00～22:00 

入

浴 
勉強 

22:30～

24:00 

－２－５－ 
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